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なぜ「自転車利用環境」が整備されてきているか
○自転車は主要交通手段として普及したが、昭和40年代の歩道通行可とする交通規制導入

以降、自転車の通行空間が不明瞭に→歩行者対自転車事故の問題へ

平成28年7月、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の改定
平成29年5月、「自転車活用推進法」が施行

出典：国土交通省「安全で快適な自転車利用環境創出ガイ ドライン」地方説明会（H25.1～2月）配布資料より

道路交通法
の改正
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自転車の普及状況

https://www.npa.go.jp/koutsuu/kisei/bicycle/kentoiinkai/01/01jitensha_05siryou02.pdf
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自転車利用の多様化

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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自転車対歩行者事故の増加

https://www.npa.go.jp/koutsuu/kisei/bicycle/kentoiinkai/01/01jitensha_05siryou02.pdf

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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世界的にみて高い自転車乗用中事故の割合

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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若年層の自転車関連事故の割合が高い

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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自転車の利用状況

※国土交通省：第1回自転車の活用推進に向けた有識者会議 資料（平成29年8月）
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自転車通行環境整備モデル地区

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）



9

警察庁の動き

警察庁交通局「良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について」平成23年10月通達
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警察庁の動き：道路交通法の改正

※全日本交通安全協会ホームページ

H25/12/1施行 H27/6/1施行
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国の動き：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

※国土交通省：第1回自転車の活用推進に向けた有識者会議 資料（平成29年8月）
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豊田市の状況

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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豊田市の状況

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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豊田市の自転車通行空間の整備の方針

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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豊田市の自転車通行空間の整備の方針

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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豊田市の自転車通行空間の整備の方針

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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豊田市の自転車通行空間の整備→多くが「当面」の整備

※豊田市自転車利用環境整備計画（平成29年3月）
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なぜ当面の整備となっている？（一般的な話）

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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なぜ当面の整備となっている？（一般的な話）

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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なぜ当面の整備となっている？（一般的な話）

※第１回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会 資料（平成26年12月）
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結果、どうなっている？（豊田市）

○空間評価の検討
現在整備、計画が進められる自転車通行空間の評価を「安全性」の観点から実施

＜視点＞
ここでは、自転車通行空間の安全性を以下のように考える（研究所の独自指標）

1. 【物理的乖離】：自動車が通行する空間が車両の通行する空間から「物理的」に離れ
ている
→「車道幅員（走行車線）」+「路肩幅員」の幅が広いほど「安全」

2. 【車両危険性】：車道において車両との衝突危険性が低い空間を有する
→「交通量」が少ないほど「安全」

→上記の視点を踏まえた区間ランクを算出し、全体としての「安全性」を評価
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物理的乖離

矢羽根整備路線

物理的乖離（m）
※方向別で値の小さい方向を代表値として採用
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資料：豊田市「生活道路交通環境整備検討業務委託報告書」、2016

矢羽根整備路線

交通量（台/日）

車両危険性
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区間の選定基準
○以下の基準で比較的「安全な」自転車通行空間を選定

＜視点＞
1. 【物理的乖離】
・ガイドラインにて矢羽根は歩道端部から1m（歩道無しでは、外側線から1m）に設置と明
示（p.Ⅱ-7）
・矢羽根は概ね市街化区域内の道路に設置（構造令の4種道路（市街地）の幅員は3m）
→上記を踏まえて、車道+路肩＝4m（1+3m）以上ある道路を考慮

2. 【車両危険性】
・ガイドラインにおいて、車道混在の目安が4000台/日とされている（p.1-12）一方、豊田
市の矢羽根が整備されている区間で4000台/日以下の箇所はない
→ここでは概ね10000台/日未満となる箇所を比較的交通量が少ないと捉え考慮
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物理的乖離＆車両危険性 基準以上の区間→多くない
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比較的安全な空間ならば、利用率は高い？
○整備と利用のギャップ区間を把握するため、以下のような調査を予定

＜狙い＞
・対象区間の「車道通行率」「逆走率」を算定

＜調査項目＞
○自転車交通量（10分間ごと）
・通行位置（歩道・車道）
・年齢（学生・一般）
・方向（順走・逆走）

＜調査時間＞
○7：25～8：15 （50分間）

＜調査方法＞
○調査員が沿道に立ち、調査票に目視で記入

調査票
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調査地点

地点1

地点2

地点3
（1区間として検討）

地点4

地点5

地点6

地点7

地点8

地点9

地点10



自転車交通量（台）
車道通行率（％）

逆走率（参考）（％）
車道 歩道

合計
車道 歩道

一般 学生 一般 学生 一般 学生 合計 一般 学生 一般 学生

地点1
方向① 7 0 17 5 29 29 0 24 0 - 12 80
方向② 3 3 27 17 50 10 15 12 33 0 85 53

地点2
方向① 6 2 19 26 53 24 7 15 0 0 37 12
方向② 14 0 18 28 60 44 0 23 0 - 50 100

地点3
方向① 12 1 6 2 21 67 33 62 0 0 33 50
方向② 1 0 4 3 8 20 0 13 0 - 50 33

地点4
方向① 1 5 14 62 82 7 7 7 0 0 86 94
方向② 4 7 3 19 33 57 27 33 0 0 67 5

地点5
方向① 1 0 3 8 12 25 0 8 0 - 67 100
方向② 0 0 1 9 10 0 0 0 - - 0 11

地点6
方向① 8 0 65 16 89 11 0 9 0 - 71 81
方向② 1 0 48 21 70 2 0 1 0 - 65 38

地点7
方向① 3 0 13 7 23 19 0 13 0 - 85 43
方向② 7 1 29 19 56 19 5 14 0 0 14 42

地点8
方向① 3 0 10 2 15 23 0 20 0 - 10 50
方向② 4 0 11 6 21 27 0 19 0 - 91 17

地点9
方向① 23 5 87 23 138 21 18 20 0 0 40 65
方向② 9 0 47 154 210 16 0 4 11 - 89 6

地点10
方向① 2 0 16 14 32 11 0 6 50 - 81 86
方向② 14 5 5 1 25 74 83 76 0 0 60 0

平均 25 10 19
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空間が比較的安全でも車道通行率は高くない（特に学生）
○車道通行率は一般は比較的高いが、それでも25％。学生（中高生）は10％と極めて低い
○車道の逆走率は概ね低い



33

中高生の車道走行率はなぜ低い？
○自転車通学者の数、通学路と自転車通行空間の重複状況を踏まえ、逢妻中学校、崇化館

中学校で実態調査を実施

講習対象者 実態調査 講習中調査

逢妻中学校 265名
（うち自転車通学者1/3程度）

○
（事前6/5、事後6/12-13）

○
（6/7）

崇化館中学校 178名
（うち自転車通学21名）

○
（事前6/7-8、事後6/14-15）

○
（6/13）

益富中学校 106名
（うち自転車通学者0名）

－ ○
（6/15）

杜若高校 342名
（うち自転車通学者75名）

－ ○
（7/13）

※逢妻中学校の事前は、修学旅行、職場研修が重なり、通学していたのが1年生のみだった

調査時間：午前7：00～9：00、午後16：00～18：00
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自転車走行空間の認知率が高くない
○自転車通行空間（⑪～⑫）の認知が最も低く、自転車の通行箇所（①～③）の認知も低い
〇自転車の通行空間に関しては、整備量の多い崇化館中学校で認知率が高い

0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

①自転車は原則、車道を走行しなければならない

②自転車は車道の左側を通行しなければならない

③歩道を通行する場合は歩行者優先で、車道よりを徐行しなければならない

④二人乗りをしてはならない

⑤並進（横に並んで走行すること）をしてはならない

⑥夜間はライトを点灯しなければならない

⑦信号は守らなければならない

⑧止まれの標識では一時停止しなければならない

⑨運転中に携帯・スマホを使用してはならない

⑩運転中に傘をさしてはならない

⑪自転車道や自転車レーンがある場合はその場所を通行しなければならない

⑫車道上の青色の矢羽根は自転車の通行する場所をわかりやすく示している

指摘割合（認知割合）

逢妻中(N=257)
崇化館中(N=179)
益富中(N=100)
杜若高(N=330)

※自転車講習（豊田市交通安全学習センター）後に、参加者に対して実施



方法
講習時間（分）※実測値

逢妻中 崇化館中 益富中 杜若高

①自転車安全利用5則 座学（対話） 8 6 4 8

②自転車の危険行為14項目 座学（プリント） 6 7 10 7

③危険な自転車の乗り方 実技 15 25 23 8

④自転車の整備方法 実技 － 3 9 －

⑤自転車事故の手配
座学

（対話・プリント）
6 6 5 6

⑥夜間の自転車の見え方 実技 － 8 10 －

⑦自転車の空間(専用レーン等) 座学 3 2 4 2

⑧ツーロックの重要性 座学 3 1 3 1

合計 41 58 68 32

中高生向け講習では危険な自転車の乗り方を重視
○いずれの講習でも「③危険な自転車の乗り方」に最も時間を割いている
〇自転車の空間の講習は2～4分程度で、配分時間が比較的短い
→車道走行の安全性に関する説明はなされていない（ルールの説明のみ）

※網掛けの色が濃いほど講習時間が長いことを示す
※講習内容は講習実施主体である豊田市交通安全学習センターと各学校の担当教員でそれぞれ調整して決定
※益富中のみ講師役の担当者が異なる
※上記以外にも自転車事故の実態に関する座学講習等が実施
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車道走行を危険と感じている
○講習後であっても車道走行を「しない」と回答した生徒の理由について、いずれの学校でも

「車道を自転車通行することは危険だと思うから」とする割合が最も高い
→車道通行の安全性に対する理解が醸成されていない

0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

車道を自転車で通行することは危険だと思うから

歩道を走行しても歩行者とぶつからないと思うから

そもそもそのような空間が整備されていないから

指摘割合

逢妻中(N=10)

崇化館中(N=18)

益富中(N=11)

杜若高(N=29)
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まとめ

自転車の「歩道走行」は、ある意味、長年の「習慣」として根付いてしまっている

＜習慣を変えれない理由＞
○自転車空間が「当面」の整備であるものが多く、「やっぱり危険だ」と意識せざるを
得ない空間が多くなっている（安心できない）

○最重要利用者である「中高生」に「車道走行」もしくは「歩道の車道寄りを徐行」の
意義が適切に伝わっていない
（自転車事故の大半を占める出会い頭事故を防ぐために極めて重要かつ、対歩
行者事故の抑制にも効果がある）

○「誰も使っていない」→「自分も使わない」→「良さがいつまでもわからない」といっ
た心理メカニズムが働いている

→安心できる空間への改善を進めるとともに、利用者（特に中高生）の「意識」面に
訴えかける対策を検討していくことが「習慣」の変更においては極めて重要
→まずは「体験すること」を如何に提供できるかが鍵
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ご静聴ありがとうございました。
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